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20th Anniversary Yoshinogawa City

 吉野川市20年の軌跡
　　　　　未来へ



私
た
ち
の
ま
ち
「
吉
野
川
市
」
は
、

平
成
16
年
10
月
1
日
に
麻
植
郡
の
4
町
村

（
鴨
島
町
、
川
島
町
、
山
川
町
、
美
郷
村
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
、

令
和
6
年
10
月
に
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
20
周
年
と
い
う
節
目
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
祝
い
、

そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
改
め
て
吉
野
川
市
へ
の

愛
情
と
誇
り
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
想
い
を

「
世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま
ち
」
へ
と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

私
た
ち
は
今
後
も
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

吉野川市 市制20周年記念誌

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

p04	 	写真と年表で振り返る吉野川市の20年

p14	 	吉野川市に寄せる20人の想い

p20	 	市長としゃべらんで（20歳を迎える皆さん）

p24	 	吉野川市の小学生20人が語る20の夢

p30	 	吉野川市20景

夢
を
紡
い
で
20
年

  
　
は
ば
た
け
未
来
へ  

吉
野
川

発刊にあたって

　吉野川市が誕生してから20年、この間に

吉野川市は多くの思い出とともに成長して

まいりました。本誌では、20年間の歩みを

振り返るほか、市民の皆様から寄せられた

吉野川市への想い、20歳を迎える若者たち

との対談、小学生たちの純粋な夢や未来に残したい風景特

集など、幅広い視点から吉野川市の魅力を再発見すること

ができます。

　この記念誌が、吉野川市の過去、現在、そして未来を紡ぐ

架け橋となることを願うとともに、この20周年という節目

の年を通じて、多くの市民の皆様に吉野川市により愛着を

持っていただき、市民の皆様とともに新たな未来を切り拓い

てまいりたいと考えています。

　今後とも、吉野川市へのご支援とご協力を賜りますよう

心よりお願い申し上げます。

　令和６年10月
吉野川市長　原井　敬　

撮影：吉野川市広報サポーター　阿部 和剛さん
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平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

１
月

 
・
上
浦
地
区
公
民
館
完
成

４
月

 

・
県
立
川
島
中
学
校
開
校

６
月

①
吉
野
川
市
市
民
憲
章
、市
の
花（
キ
ク
）、

市
の
木
（
オ
ン
ツ
ツ
ジ
）、市
の
鳥
（
カ

ワ
セ
ミ
）
制
定

８
月

 

・
美
郷
物
産
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

②
市
立
川
島
中
学
校
新
校
舎
完
成

９
月

 

・
吉
野
川
市
川
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

10
月

 

・「
第
28
回
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議

'06‌

in
と
く
し
ま
」
開
催

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

３
月

 

・
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

工
事
竣
工
記
念
式
典

 

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
「
川
島
処

理
区
」
供
用
開
始

10
月

③
吉
野
川
市
合
併
３
周
年
記
念
事
業
「
吉

野
川
市
と
阿
波
忌
部
」
開
催

 

・
国
民
文
化
祭
「
吉
野
川
文
化
探
訪
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

11
月

④
国
民
文
化
祭
「
吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
開
催

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

10
月

①
麻
植
郡
４
町
村
（
鴨
島
町
、
川
島
町
、

山
川
町
、
美
郷
村
）
が
合
併
し
、「
吉

野
川
市
」
が
誕
生

②
台
風
23
号
に
よ
る
豪
雨
災
害

11
月

③
初
代
吉
野
川
市
長
に
川
真
田
哲
哉
氏

　

就
任

④
吉
野
川
市
誕
生
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

３
月

 

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
「
川
田
処

理
区
」
供
用
開
始

４
月

 

・
美
郷
高
開
地
区
が
「
第
９
回
ふ
る
さ
と

イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
部
門
賞
受
賞

５
月

 

・「
江
川
湧
水
源
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

完
成

12
月

⑤
鳥
取
県
倉
吉
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
締
結

⑤

③

①

④②③④

②

Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年 Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年

吉
野
川
市
誕
生

吉
野
川
市
誕
生  

平
成
16
年 （
２
０
０
４
年
）

市
の「
花
」「
木
」「
鳥
」を
制
定

市
の「
花
」「
木
」「
鳥
」を
制
定  

平
成
18
年 （
２
０
０
６
年
）

\\  Kiku  //
\\   Onts

utsuji  // \\   Kawasemi  //

①
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平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

３
月

①
県
立
川
島
高
等
学
校
野
球
部　

選
抜
高

等
学
校
野
球
大
会（
春
の
甲
子
園
）出
場

 

・
美
郷
中
学
校
休
校

10
月

 

・
吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

２
月

 

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
整
備

３
月

 

・
県
道
・
宮
川
内
牛
島
停
車
場
線
、
板
野

川
島
線
開
通

６
月

 

・
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
開
設

８
月

②
吉
野
川
遊
園
地
閉
園（
開
園
か
ら
80
年
）

９
月

③
吉
野
川
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ヨ
ッ

ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
」
誕
生

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

７
月

①
美
郷
地
区
が
梅
酒
特
区
認
定

11
月

 

・
自
主
防
災
組
織
編
成
率
１
０
０
％
達
成

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

１
月

②
美
郷
の
高
開
集
落
が
「
に
ほ
ん
の
里

１
０
０
選
」
に
選
定

２
月

 

・
市
立
川
島
中
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

４
月

 

・
吉
野
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち

び
っ
こ
ド
ー
ム
」
開
設

６
月

 

・
鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」
入
場
者
１
０
０ 

万
人
突
破

８
月

③
山
川
中
学
校
新
校
舎
完
成

10
月

④
吉
野
川
市 

市
制
５
周
年
記
念
事
業
「
米

村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

開
催

11
月

 

・「
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
」
創
設

④ ③

②

Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年 Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年

美
郷
地
区
が「
梅
酒
特
区
」認
定

美
郷
地
区
が「
梅
酒
特
区
」認
定  

平
成
20
年 （
２
０
０
８
年
）

選
抜
高
校
野
球
大
会

選
抜
高
校
野
球
大
会（
春
の
甲
子
園
）

（
春
の
甲
子
園
）出
場
出
場  

平
成
22
年 （
２
０
１
０
年
）

Plum Liqueur

①

川
島
高
校
野
球
部

川
島
高
校
野
球
部  

③

①

撮影：seohidekiさん②

撮影：谷 嘉明さん
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平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

３
月

 
・
川
島
・
学
島
地
区
各
保
育
所
、
幼
稚
園
、

閉
所
・
閉
園

４
月

 

・
川
島
こ
ど
も
園
開
園

 

・
吉
野
川
市
山
川
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
業

務
開
始

 

・
吉
野
川
市
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
整

備
運
用
開
始

①
吉
野
川
市
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」
宣
言

５
月

 

・
市
内
全
幼
稚
園
完
全
給
食
提
供
開
始

６
月

 

・
ほ
た
る
川
排
水
機
場
運
用
開
始

10
月

②
吉
野
川
市 

市
制
10
周
年
記
念 

懸
垂
幕

除
幕
式

③
吉
野
川
市 

市
制
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

 

・ 

吉
野
川
市 

市
制
10
周
年
記
念
事
業
「
錦

秋
吉
野
川
歌
舞
伎
」
開
催

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

３
月

 

・
山
川
郷
土
資
料
展
示
場
開
設

 

・
江
川
・
鴨
島
公
園
整
備
完
了
（
吉
野
川

遊
園
地
跡
地
）

４
月

 

・ 

認
定
こ
ど
も
園
め
ぐ
み
幼
稚
園
め
ぐ
み

保
育
園
開
設

 

・ 

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
ひ
だ
ま
り
」

開
設
（
市
内
２
カ
所
目
）

 

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
子
育
て

支
援
館
ぶ
ど
う
の
木
」
開
設

④「
四
国
遍
路
」
が
日
本
遺
産
認
定

⑤
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

２
月

①
吉
野
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

３
月

②
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
・
東
消

防
署
庁
舎
完
成

 

・
都
市
計
画
道
路
「
本
郷
春
日
免
線
」
全

線
開
通

４
月

 

・
吉
野
川
市
商
工
会
発
足

 

・
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

③
県
立
吉
野
川
高
等
学
校
開
校

７
月

 

・
全
小
・
中
学
校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

整
備
運
用
開
始

11
月

 

・
知
恵
島
公
民
館
増
築
工
事
完
成

 

・
国
民
文
化
祭
２
０
１
２
in
よ
し
の
が
わ

「
音
楽
で
心
を
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
」
開
催

④
吉
野
川
市
役
所
東
館
完
成

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

１
月

 

・
吉
野
川
市
役
所
庁
舎
統
合 

東
館
業
務
開
始

 

・
上
下
水
道
料
金
徴
収
等
包
括
業
務
委
託

開
始

４
月

⑤
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
石
像
完
成

11
月

 

・
徳
島
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

12
月

⑥
吉
野
川
市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成

Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年 Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年

市
役
所
東
館
完
成

市
役
所
東
館
完
成  

平
成
24
年 （
２
０
１
２
年
）

市
制
市
制
1010
周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催  

平
成
26
年 （
２
０
１
４
年
）

③

②⑥
④

②

③

⑤

①

①

⑤

市役所東館

前にあるよ
！

④
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平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

２
月

 

・ 

吉
野
川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

吉
野
川
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定

３
月

①
岡
原
多
目
的
緑
地
公
園
完
成

 

・ 

鴨
島
西
保
育
所
閉
所

４
月

 

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

開
始

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

３
月

 

・
簡
易
水
道
事
業
を
上
水
道
事
業
に
統
合

４
月

 

・
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

に
決
定

５
月

②
吉
野
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

９
月

③
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

デ
ー
「
吉
野
川
市
民
デ
ー
」
初
開
催

12
月

④
徳
島
文
理
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年 Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設  

平
成
29
年 （
２
０
１
７
年
）

「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」日
本
遺
産
認
定

「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」日
本
遺
産
認
定  

令
和
元
年 （
２
０
１
９
年
）

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

３
月

 
・
西
麻
植
幼
稚
園
、
飯
尾
敷
地
幼
稚
園
、

か
も
め
体
育
保
育
園
閉
園

 

・
川
田
・
美
郷
地
区
各
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
閉
所
・
閉
園
・
閉
校

 

・
山
川
東
保
育
所
閉
所
、
山
瀬
幼
稚
園
閉
園

４
月

①
高
越
小
学
校
開
校

②
高
越
こ
ど
も
園
開
園

 

・
鴨
島
か
も
め
こ
ど
も
園
開
園

 

・
山
瀬
か
も
め
こ
ど
も
園
開
園

11
月

 

・ 

林
道
・
倉
羅
川
井
峠
線
開
通

12
月

 

・
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
最
優
秀
賞
受
賞

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）

３
月

 

・ 

鴨
島
東
保
育
所
閉
所
、
牛
島
・
上
浦
・

森
山
各
幼
稚
園
閉
園

 

・ 

川
島
城
休
館

４
月

③
鴨
島
東
こ
ど
も
園
開
園

④
上
桜
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

５
月

⑤「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

10
月

 

・ 

徳
島
中
央
広
域
連
合
西
消
防
署
新
庁
舎

完
成

⑥
原
井
敬
第
２
代
吉
野
川
市
長
初
登
庁

⑦
大
嘗
祭
に
麁
服
を
調
進
す
る
た
め
忌
部

神
社
で
麁
服
出
発
式
が
挙
行

11
月

 

・ 

川
真
田
哲
哉
前
吉
野
川
市
長
お
別
れ
会

12
月

 

・ 「
美
郷
の
梅
」（
梅
酒
特
区
）
が
日
本
観

光
特
産
大
賞
の
金
賞
を
受
賞

③

⑤ ⑦

①

撮影：小倉 隆人さん

④

②

①

④⑥

②③
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令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

３
月

①
Ｆ
Ｃ
徳
島
が
本
市
に
本
拠
地
を
移
転

 
・ 
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
完
了

６
月

②
吉
野
川
市
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
完
成

７
月

③
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
の
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
」

と
「
サ
ッ
カ
ー
競
技
」
が
本
市
で
開
催

10
月

④
吉
野
川
マ
ル
シ
ェ
初
開
催

 

・ 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
阿

波
か
も
じ
ま
オ
ー
プ
ン

11
月

 

・ 

市
民
プ
ラ
ザ
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

初
開
催

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

３
月

 

・ 

上
浦
小
学
校
休
校

４
月

 

・ 

公
私
連
携
型 

川
島
か
も
め
こ
ど
も
園

開
園

６
月

 

・ 

市
公
式LIN

E

・Instagram

開
設

８
月

⑤
川
島
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

 

・ 

川
島
高
校
生
が
主
体
と
な
り
、
産
官
学
連

携
に
よ
る
「
桑
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
を
開
発

10
月

⑥
こ
ど
も
Do（
ど
）ま
ん
な
か
会
議
初
開
催

 

・ 

原
井
敬
市
長
２
期
目
の
初
登
庁

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

３
月

 

・ 

鴨
島
呉
郷
保
育
所
閉
所

４
月

 

・ 

吉
野
川
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設

６
月

 

・ 

農
林
業
ま
つ
り
初
開
催

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

３
月

 

・ 

鴨
島
幼
稚
園
、
知
恵
島
幼
稚
園
閉
園
、

鴨
島
中
央
保
育
園
閉
園

４
月

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
緊
急

事
態
宣
言
」
を
受
け
市
内
全
小
中
学
校

が
臨
時
休
校

 

・ 

鴨
島
中
央
認
定
こ
ど
も
園
開
園

①
吉
野
川
市
民
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

 

・ 

鴨
島
図
書
館
が
吉
野
川
市
民
プ
ラ
ザ
内

に
移
転

 

・ 

吉
野
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち

び
っ
こ
プ
ラ
ザ
」
開
設

５
月

 

・ 

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

K
i-D
a

（
き
ー
だ
）
が
オ
ー
プ
ン

７
月

②
四
国
大
学
お
よ
び
四
国
大
学
短
期
大
学

部
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

１
月

 

・ 

吉
野
川
市
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
が
完
成

４
月

 

・ 

県
内
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
（
本
市
か
ら
２

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
行
）

５
月

③
吉
野
川
市
中
山
間
地
域
交
流
拠
点
施
設

「
た
ね
の
や
」
が
オ
ー
プ
ン

④
鴨
島
図
書
館
累
計
来
館
者
10
万
人
達
成

記
念
式
典

11
月

⑤
秋
山
博
康
さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
大
使
」

を
委
嘱

12
月

 

・ 

山
瀬
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
（
エ
ア

コ
ン
設
備
導
入
）

Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年 Yoshinogawa City  ｜  2 0 0 4 - 2 0 2 4  写 真 と 年 表 で 振 り 返 る 吉 野 川 市 の 2 0 年

吉
野
川
市
民
プ
ラ
ザ
完
成

吉
野
川
市
民
プ
ラ
ザ
完
成  

令
和
２
年 （
２
０
２
０
年
）

「
こ
ど
も

「
こ
ど
も
DoDo（
ど
）ま
ん
な
か
会
議
」開
催

（
ど
）ま
ん
な
か
会
議
」開
催  

令
和
５
年 （
２
０
２
3
年
）

④⑤

③

②

①

②

③

④⑤

⑥

①

Ka
moj

ima L
ibrary

Taneno
ya Cafe space
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01

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。吉野川市に
は国の天然記念物の「美郷のホタル」や「船窪のオンツ

ツジ群落」など多くの宝が存在します。身近にある地域の宝（自
然・人・文化）をみんなで守り継承し紡いでいけたらと思います。
笑顔が溢れ、このまちに生まれて・住んで良かったと思える市へ、
未来へ頑張っていきましょう！

日本について、失われた20年とか30年とか言われます。
止まらない人口減少、巨額の財政赤字、地方の衰退、そ

の上に、地球温暖化は今後ますます深刻化します（今年の猛
暑は序の口に過ぎない）。次の世代により良い日本をそして吉
野川市を引き継げるのか甚だ疑問です。問題の本質を見極め
最大の努力をしないと申し訳ないと思うこの頃です。

阿波忌部氏らが培い、築き残してきた歴史ある文化財を先
人たちが今日まで守ってきました。吉野川市 市制20周

年にあたり、合併前の郡名であった「麻植」や地域に残る天然
記念物・建造物・古墳・史跡などを後世に継承していくために、
今後一層、保存・啓蒙活動に頑張って取り組んでいきます。
　

私は旧麻植郡川島町で生まれ育ち、学島小学校、川島中
学校、川島高校と進み、地元の学校で学びました。山

と川に挟まれた自然豊かな環境の中、健康で楽しく育ちました。
小学生のころは草野球をしたり、山や神社で鬼ごっこをした記
憶があります。吉野川では、父親と一緒にカンドリ船に乗って
鮎釣りをしました。地元吉野川市をこよなく愛しています。

このまち
に生まれ

て・

住んで良
かったと

思える市
へ
02
問題の本

質を見極
め

最大の努
力を

04
吉野川市

を
こよなく

愛してい
ます

03
文化財を

後世に
継承して

いく

本市に深い関わりのある20人にインタビューを行い「吉野川市への想い」を

テーマに自由に語っていただきました。20人それぞれの視点から見る本市へ

の想いと未来に向けた決意をご覧ください。

市
制2
0周年記念企画

市
制2
0周年記念企画

吉田　修 さん ｜ さくら診療所 医師上家 博美 さん ｜ NPO法人Tane 代表

藤井 吉信 さん ｜ 山川の文化財を守る会 会長 秋山 博康 さん ｜ 吉野川市ふるさと大使
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09

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。時代はデジタルへ
とシフトしていき小学校でもパソコンが導入されましたが、ま

すます地域格差が開いています。少子高齢化で生徒数は20年前と
比べ約20%減、子育て世代への対策は必須です。この子達が社会
へ出る時、地域活動へ参加しつつ挑戦そして活躍のできるまちに。
子育て世代が楽しく、そして子ども達が誇れるまちを目指します。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。東京ヤクルトスワロー
ズの武岡龍世です。僕は吉野川市鴨島の自然豊かな地で心温

かい方々に育てられました。鴨島バッファローズで野球を教えていただ
き、今となってはいい思い出です。プロ野球選手としてはまだまだ挑戦
の毎日ですが、吉野川市出身の武岡が頑張っていると皆さんに言って
もらえるよう成績を残して吉野川市と一緒に成長したいと思います。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。2017年から
吉野川市の自宅で樹脂粘土を使ってミニチュアの制作を

始めました。2022年に地元山川町にあるバンブーパークで森
のマルシェを開催。もっとたくさんの人に吉野川市へ訪れても
らいたい！ こんなに素敵な場所があることを知ってもらいた
い！ そんな想いでマルシェを開催しています。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。私は吉野川
市に生まれ育ち、現在は子育てをしながらケアマネジャー

として働いています。住み慣れたまちで暮らしたいという高齢
者の気持ちに寄り添いながら、その手助けができるように努め
ていきたいと思います。また、自分の子どももこのまちで伸び
伸び育ってほしいと願っています。

若者が活
躍

できるま
ちへ

10
吉野川市

と
一緒に成

長したい

12
高齢者の

気持ちに
寄り添い

たい
11
もっとたく

さんの人に

吉野川市へ
訪れてもら

いたい！

05

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。私は平成14
年４月１日に発足した麻植郡合併協議会の委員として約

２年半、毎月協議に関わりました。ボランティア活動として名
水百選の江川の環境美化活動をしています。NPO法人江川エ
コフレンドは毎月１日の早朝に清掃活動をしています。素晴らし
い地域資源を次世代につなげたいと思います。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。吉野川市を
ホームタウンとし早２年が経ちました。どんな時も地域

の皆様の温かい声援が活力となっています。これからも地域に
愛され地域に必要とされるチーム作りを目指し、Jリーグ昇格
を成し遂げ、これからも更に地域を盛り上げられるよう尽力し
たいと思います。

これから
も

地域の魅
力を発信
06
地域の人

々のつな
がりが

吉野川市
の一番の

魅力

08
地域に愛

され地域
に

必要とさ
れるチー

ム作り
07
地域資源

を
次世代に

つなげた
い

私たち家族は地域おこし協力隊の経験を通じて、吉野川市
の温かさと美しさを知りました。吉野川市 市制20周年、

本当におめでとうございます。これからも地域の魅力を発信し、
県外・国外からのゲストを受け入れ続けます。
　

吉野川市 市制20周年、おめでとうございます。私は2012年に県外
から吉野川市に移住し、現在は鴨島町牛島で農業を営んでいます。

牛島に引っ越してきた初日から自治会、獅子舞、消防団、若連と次々 とお
誘いいただき、温かく地域の一員として受け入れてもらえました。こういっ
た地域の人々 のつながりが吉野川市の一番の魅力だと感じています。

金子 克浩 さん ご家族
吉野川市農業後継者同志会（株式会社ねっこ農園 代表取締役）

萬川　奨 さん ご家族
一般社団法人とくしま地域おこしネットワークT

ツ ギ テ

SUGITE 理事（H
ホ ス テ ル

OSTEL O
オエ

E 管理人）

左から：陽平くん、美佳さん、
健人くん、克浩さん、晴太くん

左から：奨さん、なつ菜ちゃん、フエさん

瀬尾 規子 さん ｜ 江
特定非営利活動法人 

川エコフレンド 理事長 須ノ又 諭 さん ｜ フ
株式会社

ォルトゥーア 代表取締役（FC徳島）

武岡 龍世 さん ｜ プ
東京ヤクルトスワローズ所属

ロ野球選手原田　真 さん ｜ 吉野川市PTA連合会 会長

石本 仁美 さん ｜ 森のマルシェ 代表 松尾 里可子 さん ｜ 吉
ケアマネジャー

野川市社会福祉協議会
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17

「地域の桑の魅力を再発見する」という提案が、ジェラートの商品化
というカタチで実現したことは、私たちにとって素晴らしい経験と

なりました。未熟な私たち高校生の意見に真剣に向き合ってくださった市役
所の方 、々和

やすらぎてい
亭の阿部さんには感謝の気持ちでいっぱいです。想いがカタ

チになる吉野川市は本当に素敵なまちだと改めて感じました。これからは、一
人の市民として、吉野川市をより良くしていけるよう頑張りたいと思います。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。吉野川高校
は吉野川市のふるさと納税返礼品に本校のシャインマス

カットを採用していただいています。私たちの活動が吉野川市
の発展につながること、そして魅力を全国の皆さんに知っても
らいたいと思います。吉野川市の伝統と文化を次世代に継承し、
発展して欲しいと願っています。

故郷の魅力を伝えたいと写真を始めた20年前、県内の写真
仲間からは「吉野川市には撮るものがない」と揶

や
揄
ゆ

されま
した。それでも吉野川市にこだわって撮影を続け、全国規模のコ
ンテストに応募し、入選してきました。現在では県外からも撮影
に来てくれています。「吉野川市には何もない」は時代遅れの文
句となりました。写真の力で次は日本一美しいまちを目指します。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。吉野川市は
自然の豊かさと、人々の温かさに溢れた素晴らしいまち

です。そして、この度吉野川市に帰ってくることができ、大変
嬉しく思います。４月から吉野川商工会議所で地域おこし協力
隊として働くことになり、市のイベントにも積極的に参加させて
いただき、少しでも恩返しができるように頑張っていきます。

想いがカ
タチに

なる素敵
なまち

18
吉野川市

の魅力を

全国の皆
さんに

知っても
らいたい

20
少しでも

恩返しが
できるよ

うに
19
日本一美

しい
まちを目

指して

13

子どものころ、市制が始まる少し前、当時合併協議会で働
いていた父と「新しい市の名前は、どんな名前がいいか

なぁ？」と楽しく話したのを覚えています。あれからもう、20年。
感慨深いとともに、今度は自分が吉野川市を“もっといいまち”
にしていくために挑戦する番だと、身の引き締まる思いです。
まだまだ、これから、ここから！

私は生まれてから今までずっと吉野川市でいます。大好きです。25年
近く合唱団の指揮指導もしていて、地域の方 と々触れ合うことも多く、

自ら歌うバンドでも、地域のいろんなイベントへ出させてもらっています。ま
た自分でもいろんなイベントを企画して地域活性化を目的でしています。教
育委員もさせていただき、吉野川市の子どもたちがここに生まれてよかった
と思えるようなまちづくりを、ますますしていきたいと思っています。

地域社会
に

貢献する
ことが使

命
14
防災意識

の
向上を目

指して

16
子どもたち

がここに

生まれてよ
かったと

思えるよう
なまちづく

り

15
“もっとい

いまち”

にしてい
くために

吉野川市 市制20周年、誠におめでとうございます。株式
会社ヨコタコーポレーションは、地元企業として、微力

ではございますが地域社会に貢献することを会社の使命として
います。これまで成長し続けることができたのも、地域の皆様
のご支援のおかげです。今後も吉野川市のさらなる発展を願い、
ともに歩んでまいります。

吉野川市 市制20周年おめでとうございます。私たちの機
能別美郷班は発足して13年を迎えました。何か吉野川

市の役に立てればと願いつつ、地域全体が防災に対しての理
解を深める後押しができればと思っています。また、若い人た
ちが先頭に立って地域のために頑張ってほしいと願っています。
　

吉尾 美咲 さん ｜ デザイン事務所 きらきら工房

横田 勝己 さん ｜ ヨ
株式会社

コタコーポレーション 代表取締役

武知 李香 さん ｜ R
ボイストレーナー

ikasSchool講師、市教育委員

高橋 文子 さん ｜ 吉野川市消防団 機能別美郷班

阿部 和剛 さん ｜ 吉野川市広報サポーター 井上　遥 さん ｜ 地域おこし協力隊員（Ｕターン）

吉野川高等学校 農業科学科２年 ｜ 果樹専攻班の皆さん川島高等学校６年（高校３年） ｜ 川高ジェラート考案の皆さん

左から：布施 琴羽さん、 照井 晴文さん、 赤松 一輝さん、 佐藤 宝さん左から：三好 妃夏さん、 近藤 凪紗さん、 熊本 愛美さん
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て
い
ま
す
が
、
中
川
さ
ん
は
と

て
も
落
ち
着
い
た
印
象
を
受
け

ま
す
。
特
に
窓
口
業
務
で
は
、

慌
て
ず
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
少
し
で
も
動
揺
し
て
し

ま
う
と
、
相
談
に
来
ら
れ
た
市

民
の
方
も
不
安
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
冷

静
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
続
い
て
三
木
さ

ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

三
木
　
山
川
町
出
身
の
三
木
優ゆ

う

羽は

で
す
。
松
山
大
学
の
経
済
学

部
の
２
年
生
で
す
。
経
済
学
だ

け
で
な
く
、
環
境
問
題
や
経
営

の
知
識
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

創
生
に
も
興
味
が
あ
り
、
地
域

活
性
化
や
松
山
市
が
抱
え
る
人

口
減
少
問
題
の
解
決
策
に
つ
い

て
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。
大
学

市
長
　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
自
己

紹
介
を
中
川
さ
ん
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

中
川
　
鴨
島
町
出
身
の
中
川
さ

く
ら
で
す
。
昨
年
の
４
月
か
ら

吉
野
川
市
役
所
の
国
保
年
金
課

に
勤
め
て
い
ま
す
。
も
う
１
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
が
、
学
生

時
代
に
は
想
像
で
き
な
か
っ
た

よ
う
な
刺
激
的
な
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
経
験

も
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
電

話
対
応
や
窓
口
対
応
で
と
て
も

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

市
長
　
市
役
所
内
で
各
課
の
前

を
通
る
た
び
に
、
そ
の
課
の
雰

囲
気
や
職
員
の
窓
口
対
応
を
見

「市制 20 周年を迎える本年度、同じ年に生まれた 20 歳の皆さんと原井市長との対談が
実現しましたので、その模様をお伝えします。

お
り
、
主
に
食
品
の
成
分
や
役

割
、
食
品
衛
生
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。

市
長
　
ま
だ
２
年
生
で
す
か

ら
、
専
門
的
な
分
野
は
こ
れ
か

ら
で
す
ね
。

美
馬
　
そ
う
で
す
ね
。
現
在
は

基
礎
分
野
を
学
ん
で
い
て
、
今

後
は
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
専

門
的
な
分
野
を
学
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

市
長
　
な
る
ほ
ど
。
将
来
的
に

も
食
品
に
関
す
る
分
野
に
興
味

が
あ
る
感
じ
で
す
か
ね
。
公
務

員
に
は
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
？

一
同
　
笑
い
声

美
馬
　
ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。（
笑
）

卒
業
後
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
吉
野
川
市
に
戻
り
、
公

務
員
と
し
て
地
方
創
生
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
四
国
で
は
、
松
山
市
の

人
口
が
約
50
万
人
と
最
も
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
松
山
市
で
す

ら
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
限
ら
ず
、
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
地
方
創
生
は
ど
こ

の
自
治
体
も
大
き
な
課
題
で
す
。

就
職
活
動
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
が
、
吉
野
川
市
に
戻
っ

て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
美
馬
さ
ん
、
お
願
い

し
ま
す
。

美
馬
　
山
川
町
出
身
の
美
馬
天て

ん

珠じ
ゅ

で
す
。
徳
島
大
学
の
生
物
資

源
産
業
学
部
の
２
年
生
で
す
。

食
料
科
学
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て

市
長
　
続
い
て
は
20
歳
を
迎
え

る
気
持
ち
や
決
意
に
つ
い
て
皆

さ
ん
に
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
美
馬
さ
ん
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

美
馬
　
私
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
20
歳
に
な
っ
た
自
分
の
将
来

に
つ
い
て
よ
く
想
像
し
て
い
ま

し
た
。
20
歳
と
い
う
年
齢
は
私

に
と
っ
て
大
き
な
節
目
で
、
先

日
つ
い
に
20
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
や
目
標
に
向
か
っ

て
も
っ
と
取
り
組
み
、
大
人
と

し
て
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
長
　
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

中な
か

川が
わ 

さ
く
ら 

さ
ん

吉
野
川
市
役
所
勤
務  

 

鴨
島
町
出
身

原
井 

敬 

市
長

美み

馬ま 

天て
ん

珠じ
ゅ 

さ
ん

徳
島
大
学
２
年
生  

 

山
川
町
出
身

三み

木き 

優ゆ
う

羽は 

さ
ん

松
山
大
学
２
年
生  

 

山
川
町
出
身

市長としゃべらんで
原井 敬 市長 × 20 歳を迎える皆さん

自
己
紹
介

01

20
歳
を
迎
え
る

気
持
ち
や
決
意

02

トーク
企画
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況
は
厳
し
い
で
す
ね
。
郊
外
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
で
き

て
、
お
客
さ
ん
が
そ
ち
ら
に
流

れ
て
し
ま
う
と
、
昔
な
が
ら
の

小
売
業
は
難
し
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
点
も
、

地
方
創
生
を
進
め
る
上
で
重
要

な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
は
、
続
い
て
三
木
さ

ん
お
願
い
し
ま
す
。

三
木
　
吉
野
川
市
で
育
ち
、
大

学
進
学
を
き
っ
か
け
に
初
め
て

県
外
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

帰
省
す
る
た
び
に
地
域
の
人
々

の
温
か
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。

近
所
の
人
が
「
お
か
え
り
」
と

言
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
、
や
っ

ぱ
り
松
山
で
は
な
か
な
か
な
い

の
で
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
自
然
も
美
し
く
、
蛍
も
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
吉
野
川
市
の

魅
力
を
、
も
っ
と
広
め
て
い
き

　
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
市
役
所
で
働
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
今
は
関

わ
っ
て
い
な
い
部
署
で
も
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
な
ど
、
に
ぎ
わ
い

創
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
市
を
直
接
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
や
駅
前

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
足
を
運

ん
で
み
ま
し
た
が
、
市
役
所
の

担
当
者
が
運
営
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
活
動
で
き

れ
ば
、
市
に
も
っ
と
直
接
貢
献

で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
長
　
な
る
ほ
ど
、
鴨
島
駅
前

を
中
心
と
し
た
市
街
地
の
活
性

化
を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
確
か
に
、
地
方
で
は
ど

の
地
域
で
も
駅
前
商
店
街
の
状

市
長
　
今
後
、
吉
野
川
市
に
ど

ん
な
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
、
そ

し
て
そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

中
川
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

中
川
　
現
在
、
鴨
島
駅
前
周
辺

で
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
定
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
フ

ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
が
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
活
気
が
出
て
き
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
新
し
い
お
店
が
で
き
た

り
、
吉
野
川
市
を
訪
れ
る
方
や

定
住
し
て
く
れ
る
方
が
増
え
た

り
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
が
さ

ら
に
発
展
し
、
も
っ
と
に
ぎ
や

か
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

中
川
　
私
は
、
も
う
就
職
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
市
役
所

で
は
異
動
も
あ
り
ま
す
し
、
新

し
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
覚
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
生
活
で
は
阿
波
お
ど
り
を
し

て
い
る
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
に
踊
り
の
練
習
を
す
る
と

疲
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
体
調
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
両
立
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
意
欲
的
で
い
い
で
す

ね
。
市
役
所
に
も
阿
波
お
ど
り

連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
続
い
て
三
木
さ

ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

三
木
　
私
も
20
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
学
生
で
、
学
費
や

生
活
費
も
ほ
と
ん
ど
親
に
負
担

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
そ

の
ほ
か
に
も
親
に
頼
っ
て
い
る

部
分
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
子
ど

も
気
分
が
残
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
大
人

に
守
ら
れ
て
い
る
立
場
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
意
思

で
物
事
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長
　
お
二
方
と
も
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。
将
来
が
楽
し
み
で

す
。
で
は
中
川
さ
ん
、
お
願
い

し
ま
す
。

い
ま
し
た
。
母
校
が
な
く
な
る

と
聞
い
た
と
き
は
、
と
て
も
寂

し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
が
続
く
の
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
将
来
、
私
が
吉
野

川
市
に
住
み
続
け
る
な
ら
、
自

分
の
子
ど
も
や
家
族
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
吉
野
川
市
で
の
楽

し
い
思
い
出
を
、
未
来
の
家
族

に
も
た
く
さ
ん
話
せ
る
よ
う
な

環
境
が
続
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長
　
い
い
話
を
聞
け
ま
し

た
。「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」

に
す
る
た
め
に
は
地
域
の
つ
な

が
り
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
特
に
田
舎
で
は
そ
れ
が
な

い
と
な
か
な
か
厳
し
い
ん
で
す

よ
ね
。
都
会
で
は
人
が
多
く
、

た
い
で
す
し
、
地
域
の
温
か
さ

が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
誰
に
と
っ
て
も
ふ
る
さ

と
は
特
別
な
場
所
で
す
か
ら

ね
。
私
も
、
こ
の
お
盆
に
母
校

で
あ
る
山
川
中
学
校
の
同
窓
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
県
外
に
出

て
い
る
同
級
生
が
集
ま
る
機
会

を
作
る
こ
と
で
、
地
元
と
の
つ

な
が
り
を
維
持
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

地
元
に
戻
っ
て
く
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
故
郷
と

の
つ
な
が
り
は
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。

　
そ
れ
で
は
、
美
馬
さ
ん
、
ど

う
ぞ
。

美
馬
　
私
は
川
田
中
小
学
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
高

越
小
学
校
に
統
合
さ
れ
て
し
ま

イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
ま
す

が
、
都
会
と
勝
負
す
る
に
は
地

域
の
一
体
感
や
つ
な
が
り
が
大

切
な
ん
で
す
。

　
今
日
は
、
未
来
を
担
う
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
想
い
が
、
吉
野

川
市
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
す
る

原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
私
か
ら
伝
え
た
い
こ
と

は
、「
素
直
な
学
習
者
」
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
素
直
な
学
習
者
」
と
は
、
勉

強
が
で
き
る
と
か
、
偏
差
値
が

高
い
と
い
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
、
仕
事
や
大
学
、
人
付
き

合
い
の
中
で
時
に
は
失
敗
し
た

り
、
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
他
人
か
ら
注
意
さ
れ

た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
学
習
が
重
要
で
す
。

つ
ま
り
、
ミ
ス
か
ら
学
び
、
次

に
ど
う
生
か
す
か
が
大
事
で

す
。
誰
で
も
間
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
同
じ
よ
う
な
場
面
が
再

び
訪
れ
た
と
き
、
過
去
の
経
験

を
ど
う
生
か
す
か
が
成
長
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
素
直
な
気
持
ち
」
が
必
要
で

す
。
人
間
は
ど
う
し
て
も
保
身

や
言
い
訳
に
走
り
が
ち
で
す

が
、
素
直
に
物
事
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
学
び
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
。
仕
事
で
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
「
素
直
な
学
習

者
」
を
体
現
で
き
る
人
が
一
番

伸
び
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
好
き
な
格
言
が
あ
る
の

で
す
が
、「
成
功
は
必
ず
し
も

約
束
さ
れ
て
い
な
い
が
、
物
事

に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
っ
て

い
れ
ば
、
必
ず
成
長
は
約
束
さ

れ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
で
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
失
敗

か
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
す
る

姿
勢
で
、
何
事
に
も
前
向
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
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だ
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ば
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思
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ま
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。
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い
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大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
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さ
い
。

ど
ん
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に
な
っ
て
ほ

し
い
か
、
そ
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と

03

市
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
20
歳
の

若
者
へ
の
期
待

04
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高橋 由衣
知恵島小学校 6年

たかはし ゆい

将来の夢（職業）
航海士

吉野川市の好きなところ
吉野川市全体が明るくて、笑
顔があふれているところ。

どんな市になってほしいか
自然が豊かで、みんなが安心
安全かつ笑顔あふれる市に
なってほしい。

さん

杉本 莉乃
学島小学校 6年

すぎもと りの

将来の夢（職業）
看護師

吉野川市の好きなところ
地域の人たちが、いつも私た
ちを見守り、応援してくれてい
るところ。

どんな市になってほしいか
毎日が平和で、吉野川市にい
て「よかった」と思える市に
なってほしい。

さん笹原 佑太
知恵島小学校 6年

ささはら ゆうた

将来の夢（職業）
水泳選手

吉野川市の好きなところ
川が美しく、毎年美郷の川に
は、ホタルがたくさん飛んでい
るところ。

どんな市になってほしいか
みんな明るく笑顔で、自然も
心も豊かな吉野川市になって
ほしい。

さん

中 　一樹
学島小学校 6年

なか いつき

将来の夢（職業）
プロ野球選手

吉野川市の好きなところ
事件や事故が少なく、安心し
て過ごせるところ。

どんな市になってほしいか
みんなが住みやすく、人口が
増えて、にぎやかで、平和な市
になってほしい。

さん

吉野川市の小学生20人が語る

20の夢

吉野川市が市制20周年を迎えるにあたり、市内の小学生20人にインタビューを行いました。
子どもたちに「将来の夢」、「吉野川市の好きなところ」、そして「どんな市になってほしいか」
について語ってもらいました。子どもたちの明るい未来への希望と、吉野川市への愛情を感じ
られるメッセージをお楽しみください。

市制20周年記念企画
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岡田 優結
牛島小学校 6年

おかだ ゆゆ

将来の夢（職業）
衣服に関するデザイナーに
なって、活躍したいです。

吉野川市の好きなところ
甘々娘が美味しいところ。特
に、近所の人が作った甘々娘
が美味しい。

どんな市になってほしいか
住んでいるみんなが気持ちよ
く暮らせて、平和で温かい吉
野川市になってほしいです。

さん

東谷 育大
森山小学校 6年

ひがしたに いくと

将来の夢（職業）
メジャーリーガー

吉野川市の好きなところ
自然が豊かでのどかなところ。

どんな市になってほしいか
事故や事件のない安全な市。

さん尾関 花凛
牛島小学校 6年

おぜき かりん

将来の夢（職業）
獣医になりたい。

吉野川市の好きなところ
みんながやさしいところ。
お米がおいしいところ。

どんな市になってほしいか
小さな子から大人まで安心し
て暮らせる市。

さん

橋本 　彩
飯尾敷地小学校 6年

はしもと あや

将来の夢（職業）
保育士になりたい。

吉野川市の好きなところ
公共の施設が多い。

どんな市になってほしいか
もっと自然を生かしたイベン
トを盛り上げてほしい。

さんユリコ・A・アシファ
川島小学校 6年

将来の夢（職業）
お弁当屋さん

吉野川市の好きなところ
外国人がたくさんいる。自然
がいっぱい。

どんな市になってほしいか
外国の人が来ても、対応でき
る、優しい市。

さん

河野 彩心
飯尾敷地小学校 6年

かわの あこ

将来の夢（職業）
ファッションデザイナーになり
たい。

吉野川市の好きなところ
ボランティアの人たちが、まち
を美しくしてくれている。

どんな市になってほしいか
専門店や便利なお店が増えて
ほしい。

さん高木 空来
川島小学校 6年

たかぎ そら

将来の夢（職業）
水泳のオリンピック選手

吉野川市の好きなところ
自然豊かなところ。

どんな市になってほしいか
みんなが一緒にスポーツをで
きる施設がたくさんある市。

さん

平島 綾美
森山小学校 6年

ひらじま あやみ

将来の夢（職業）
デザイナー

吉野川市の好きなところ
夕日がきれいなところ。

どんな市になってほしいか
ゴミが１つも落ちていないき
れいな市。

さん
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木村 紫園
鴨島小学校 6年

きむら しおん

将来の夢（職業）
外交官になって、いろいろな
国で働きたい。

吉野川市の好きなところ
空気がきれいで、自然が多く
あるところ。

どんな市になってほしいか
今ある自然を守って、また来た
いと思えるような市。

さん

川上 涼右
高越小学校 6年

かわかみ りょうすけ

将来の夢（職業）
汽車の運転手

吉野川市の好きなところ
豊かな自然や、住民の方の性
格が穏やかでのんびりできる
ところ。

どんな市になってほしいか
観光地などをアピールして人
口を増やしてほしい。遊園地
や百貨店などの大きな建物を
造ってほしい。

さん寺村 琉心
鴨島小学校 6年

てらむら りゅうしん

将来の夢（職業）
将来の夢はプロ野球選手に
なってWBCに出て世界1位に
なりたい。

吉野川市の好きなところ
五九郎まつりや阿波おどり、
菊人形展があるところ。

どんな市になってほしいか
事故のないみんなが安心して
楽しく暮らせる市になってほ
しい。

さん

福田 陽向
西麻植小学校 5年

ふくだ ひなた

将来の夢（職業）
公務員(保健師)（吉野川市の
赤ちゃんに役に立つ仕事）

吉野川市の好きなところ
江川湧水源や道に自然と咲く
花など美しい自然がいっぱい
のところ。

どんな市になってほしいか
障がいのある人も遊べる公園
を作り、まちの人が助け合う、
優しい市にしたい。

さん

将来の夢（職業）
保育士

吉野川市の好きなところ
山川では森のマルシェ、鴨島
では五九郎まつりや花火大会
とたくさんの人が集まるイベ
ントがあるところ。

どんな市になってほしいか
大きなショッピングモールや
映画館、ゲームセンター、遊園
地などたくさん遊べるところ
があり、多くの人がやって来る
活気のある市になってほしい。

竹重 美月
西麻植小学校 3年

たけしげ みつき

将来の夢（職業）
市長（吉野川市をまとめる人
になりたい）

吉野川市の好きなところ
五九郎さんを忘れないよう
に、お祭りをしているところ。

どんな市になってほしいか
隠し事をせず、みんな優しく、
どろぼうのいない市。

さん上田 悠世
山瀬小学校 6年

うえた ゆうせい

森本 悠加
山瀬小学校 6年

もりもと ゆうか

将来の夢（職業）
中学校の先生

吉野川市の好きなところ
自然が豊かで四季折々の景色
を楽しんだり、バンブーパーク
のような大きな公園で友達と
遊んだりできるところ。

どんな市になってほしいか
自然が豊かで住んでいる人み
んなが優しい。ここで暮らす人
みんなが幸せに過ごせる市に
なってほしい。

さん

さん 黄田ひなた
高越小学校 6年

きだ

将来の夢（職業）
宇宙飛行士

吉野川市の好きなところ
住民の方が優しく、自然が身
近にあって、川がとてもきれい
なところ。

どんな市になってほしいか
その市にいても大きな夢が叶
う市。たくさんの人が住みやす
い賑やかな市。

さん
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未
来
へ
紡
ぐ
吉
野
川
市
の
20
の
風
景

吉野川市20景吉野川市20景

吉野川市の豊かな自然と文化を次
世代に伝えるために、吉野川市

の魅力を象徴する20の風景を紹介し
ます。次の世代がこの記念誌を手に取
り、吉野川市の素晴らしさを感じ、誇
りに思えるような一冊になるよう写真を 
通じてその魅力を伝えます。

1　  小坂 敏文さん

１ 善入寺島のひまわり　２ 橋のある

風景（川島潜水橋）　３ 橋のある風景

（岩津橋）　４ 向麻山公園　５ 美郷の

ホタル　６ 重楽寺の紅葉　７ 高越山

（立石峠）の雲海　８ 母衣暮露滝

９ 水神の滝　10 船窪つつじ公園　11 高開石積み　

12 最後まで残った空海の道（へんろ道）　13 東

山 チェリーロードライン　14  川 島 城と満月　

15 吉野川の青石　16 壇の大クス　17 川田八

幡神社秋祭り　18 吉野川（水鏡）　19 五九郎ま

つり　20 美郷の梅

3 2

 bisukun.777さん　4

5

8 7 6　  松尾 昌樹さん

910　  大柿 豊弘さん11

12　  折野 勝規さん

13

1415　  萬川 奨さん16

1718

19

  大柿 豊弘さん　20
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